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叙事詩の宗教哲学
一Mok§adharma－parvan和訳研究　（皿）一

茂木秀淳

〈Mok§adharma和訳＞1

［194章コ2（漏D，201章，7365－7393）

ユディシュティラは言った。

（1）知識の実字G飴nayoga）の果報は何か。ヴェーダのそして制戒（niyama）の果報

　　は何か。また3どのようにして生き物の本体4は認識されるのか。無法よ，それを私に語

　　るべし。

ビーシュマは怒った。

《2）ここでも人々はこの古諏を例として語る。造物主（ブラジャーパティ）たるマヌと偉

　　大な聖仙ブリハスパティの対話を。

（3）神仙の群れの中ですぐれた偉大な聖仙ブリハスパティは，弟子として師に敬礼して，

　　地上で囁もすぐれた者である造物主（マヌ）に次のような以前からの疑問を尋ねた6。

（4）　（世界の）原因7，通用しているマントラの規定8，賢者たちが語る知識における果報，

　　マントラの言葉によって明らかにならな：いもの，それを汝は私にありのままに語るべし。

（5）処世の書・聖典・マントラを知る人々によって9得られる果報，すぐれた牛を布施す

　　るlo種々の祭式によって得られる果報，偉大な入々によって崇拝される果報，それは何

　　であり，どのように生じ，またどこに生じるのか。

　㈲　大地・大地から生じた者・風・中空・水に住む者・水・天空，そしてH天空に往む者

　　はどこから（yataゆ生じたのか，その古謳を私に語るべし。

1本稿は轍事詩の宗教哲学一Mok＄adharma－parvan禾口訳研究（瓢）一2（「密教研究」第！94号，1995年

　U月）に続くものである。略号などは前稿に準ずる。なお本稿より飛いる略号は次のものである。

　Frauwalhler［1953ユ：FrauwaHner，　Geschichte　der　indischen　Phi正osGphie，1．Band，1953，　Wien．

2本稿の対象である194章から199章までのマヌとブリ・・スパティの対話の内容は，Frauwalhler　〔1953］，

　pp．103－！12に紹介されている。

3　P．va　D．　ca

4Rbhαtatma　va　D．　b聴tatma　ca　N．　blユ週tatma　j1va無　cf．　MBh．　XII．187．6

5　P．Pτthivya阜｝　D．　prajan盈τ塁

6MBh．　XI1，194．3－24，／95．2－196．4，及び199．26－32はtri§tubhである。

7yat　karapa那　N．　karallam　lagata　iti§e婁a尊

8　P．mantravidhi辱pravζtto　D．　yatra　vidhiりpravτtto

g　P，ya（玉artha§astra募amamantravidbhir　D．　yac　cartha6astragan蔵amantravidbh1r

lO　P．　varagopradanai奪　D．　atha　gopradanai草

11P．　caiva　D．　c議pi
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　（7＞人（nara）は知識を求めるが故に，知識を目的とする活動が生じる。そして私はす

　　ぐれた翌翌を知らない。私はどうしても誤った行為をするであろう（katha！p　nu

　　kuryan／）o

⑧私は，賛歌と旋律の集成・韻律・星の運行・語義解釈，そして祭式とともに文法学・

　　音声学を学んだが，存在物の根元（bh貢taprakζti）を知らない。

（9）汝は，知識におけるあるいは祭式における果報，その一切を私に語るべし’2。そして，

　　霊魂（§ar1rin）はどのように体から出て，どのようにして再び（他の）身体に入って行

　　くのか（を語るべし）。

マヌ々ま薔つた。

（1G）ある人にとって善きことは何でも快楽であると言われている。入々は，それこそが苦

　　であり，望まぬものであると語る13。ヂ私には望ましきことがあるべし。他のことはあ

　　ってはならない」と考えた時に，祭式行為の規定（karmavldhDが生じ，「望ましいこ

　　とも望ましくないことも私に来るべからず」と考える時，知識の規定G鱒navidhDが

　　生じるのである。

　（11）ヴェーダにおける（chandasi）祭式行為の薩摩（karmayog的）は願望（kama）を

　　本質としている。それ（祭式の実修）から解放された人は最高者に達するであろう。

　　種々の祭式の道において快楽を求めて振る舞う人は最高者に至ることはない14。なぜな

　　らその最高者は，祭式の道から離れた願望なき最高のブラフマンであり，望みに従わぬ

　　者であるから15。

（12）生き物は心（manas）と祭式（karman）とによって（輪廻の中に）生まれるのであ

　　る。この二つは世間に好まれたる真実の道である王ε。祭式は永遠でありまた限界がある

　　と17観察すれぽ18，心の棄却が（最高者に至る）原因である。他の原因は存在しない。

⑬本性が暗闇に覆われていた19厨は，夜が明ければ，それ自体として「導く者」である

12第9詩節の前にD．は
　　Sa　me　bhaVan　san＄aωSarVam　e亡a亡Salnallya轟abdai首Ca　V嬉e§aりa嬉Ca／

　を挿入し，P．9abと合わせて，第9詩語としている。そしてP．9cd「霊魂が＿」はP．10abと共に第10詩

　節として扱われている。従って，以下P．とD．は詩節番号が1つずつずれる。

13DeusseR：Alles，　was　eine鵜11eb　ist，　das　nen飢鵜an　しし…st，親n6　Sch蒲erz　wird　das　Unerw伽schte

　bennant；Aramaki：They　pronou鶏ce　tha之any　and　everytl｝ing　pleasanもfor之hem童s　happi窺ess　and

　that　any　and　everythiilg　unp麦easant［for　them］suffering．（Aramaki，　p．113）

！4Rna　para甲prayati　D．　nlrayalp　prayatiこの後にD．は以下の詩節を挿入している。

　　bτhaspatir蟻vaca
　　　i§ζarp　tv　ani§㌻arp　ca　sukhasukhe　ca　sa6is　tv　avacchandati　kar識、abh量≦…ca／

　　n｝anUr　uvaca
　　　ebhir　vilnukta摯para搬avive§a　etatkτte　karlllavidh113　pravτt之aり／（躍10cd）

　　　ka1勤atmaka1P§chandati　kan鷺ayoga　ebh｛r　vinユ雛kta垣paran儀adadita／（11ab）

　　　atmadibhiねkarmabhir　adhyamano　dharme　pravζtto　dyu盤man　sukharthI／

15P．　hy　ava§ya通　D．　hy　avalti

三6P．　dvav　apy　etau　satpathau　D．　dva▽evaitau　satpat熱au　N．　satpathaしミbrahlnapr含ptimargau

17§a§vata甲cantavac　ca　N．§a6va£a題ca　mok§ahet慧r　api　antavac　ca　l（§udraphalaln　api

18　P，drstva　　D．　d13tan｝

19P．　tamasa　sa彗wUtat簸改a　D．　tamasasa玉植vUtatma（～）　N．　tamasa’sarpvUtatm盈’navτtasvar〔｝pa垣sa
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　のと同様に，知識は，認識の特性と20と結びついて，祭式を不浄にして避けるべきもの

　と見るのである。

（玲人々は，蛇・尖った草の先端（ku§agra）・井戸を認識すれば，（それらを）迂回して

　避ける。しかし愚かな人々は21それらを認識しない故に，そこに落ちるのである。知識

　における果報をそのようにすぐれたものと見るべし。

（15）規定通りに用いられた全マントラ・述べられた通りの犠牲（yal舩），そして22贈り物

　・食物の施与・心の集中，祭式の果報は（これら）五種を本質とすると，人々は語る。

⑯　もろもろのヴェーダは，祭式は（祭る者の）特性を本質とする23，と語っている。そ

　れ故，マントラも24（祭る者の特性を本質としている）。なぜならぽ，マソトラの根本

　は祭式であるから。教令（vidhi）は遂行されるべき（祭式）である25。（遂行された教

　令の）果報は（祭る者の）心によって生起するが（manasopapattiゆ，しかし26（果報

　を）享受する者は個我（霊魂§arfrin）である。

（17）良い音声・色町・そして味・また清浄な触感と香りも（果報である）。人は死に至る

　前に27（これらの）主となるであろう。このように（人は）果報を行為の世界において

　（karmaloke）獲得するのである。

⑬身体によって為された行為はすべて，身体と結びついた老（個我，霊魂）がそれを享

　受するのである。身体は快楽の拠り所であり，苦の拠り所も身体である。

⑲　少しでも言葉によって行為が為されれば，そのすべてを（個我は）言葉によって享受

　するのである。少しでも心（manas）が行為を為したならぽ，心にいるこの者が

　（manahstha　evayam）そオ化を享受するのである。

（20）行為の果報を意図する者は，果報を求めて，（自らの）特性に従い行為における特性

　を28実行するが，それ（行為）に従って，（その行為の）特性と結びついて，浄不浄と

　いう行為の果報を享受するのである。

⑳魚が流れに従うように，（人は）以前為された行為に従う。すぐれた個我は

　（param碑§arirD善き行為セこ満足するが，しかし悪しく為された行為には満足しない

　のである。

（22）それからこの世の一切が生まれたもの，それを知って，気力ある者たちは29（世間を

20vijfianagu箪ena　　N．　vijfianarp　bud（玉hir　vij負anagupena　vive1《ena

21P．　muqha　D．　kecij

22P．　tv　atha　D．　tv　iha

23　guζ戯taユakarp　kar1na　　N．　kartζsvabhavabhedat　karmaQa廻ユphaiabhe（玉am　aha　gupeti／gugatlnakalp

　sattvikan陰rajasa単talnasarp　ca　vidheyarp　kar1nety　artha垣

24P．　mantr漬　D．　mantro

25vidhir　vidheyalp　　N，eva類vidhir　api　trividha麺atl羽a1くalηo　yajeta／svargakamo　yajeta／abhicaran

　yajetetyadi／

26P．　tu　yatha　D．　tu　tatha

27臓asa甲sthanagataね　N．　nasa導sthalユagata　ity　eka1纂padal茎ユmaraりaln　aprapto　jlvam、　eva　syat

28P．　yathagu導a猫karmagupa甲　　D．　yatha　yathakarmaguparp　N．（karmagupa1p）　karma準i　gupab

　SattVarp　rajaS　tan10　V会　karInagUpaS　tan｝

29　atlnavanto　　N，　atn像avanto　litacittゑ
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　超えて）そこに至るのである。マントラの言葉によっては明きらかにされなかったもの，

　最高者であるものを私は（これから）語るであろう。聞け。

（23＞種々の味を離れ30，また種々の香りを離れ，音声なく，触感なく，形をもつことな：く，

　（感’欝によって）把捉されず，顕現せず，色なき（avarpam）唯一なる者が，生き物の

　ために五種類を31創造したのである。

（24）それは，女ではなく，男ではなく32，双なりでもない，そして存在することもなく，

　存在しないこともない，また存在しかつ存在しないということもない。ブラフマンを知

　る人々が見るそれを不滅（ak§ara）にして滅することはないと知るべし。

口95章］（霊D．202章，7394－7416）

マヌは蚕つた。

α）その不滅のもの33から虚空，そこから風，風から火34，そこから水，水から地が生じ，

　　地において世界が生じたのである。

②　この世界のものは（ime）身体と共に35水に行き，水から火となり，風，虚空となる。

　　（不滅のものの）状態をもたぬ者は36は虚空から戻るが，その状態をもつ者は37最高者に

　　達するのである。

　（3）かの最高者は，熱くもなく，冷たくもなく，柔らかでもなく，鋭くもなく，酸っぱく

　　もなく，渋くもなく（ka§ayam），甘くもなく，苦くもなく，声ももたず，香りももた

　　ず，形もなく，自性もないのである。

（4＞身体は触感を知る。そしで8舌は味を，鼻は香りを，二つの耳は39音を，目は鳥形を

　　知る。しかし大我を知らない人々は（anadhyatmavldo　manu§y的）かの最高者を捉え

　　ることはない。

㈲　味から舌を4G引き返させて，香りから鼻を，音から両耳をイ至，触感から身体を42，色の

　　特質（煎pagu“a）から国を引き返させて，その後で（人は）自ら自性を最高者と見る

30P．　viyukta圭撃　D訊アi賠ul｛ta甲

31P．　p諭caprakaralp　D，　pa溢capral｛a撫

32王），puma圭コvapi　D．　Ptlmall　napi

33我k§arat　Deus＄en二Aus　dem　Unveギgallgiic銭en　Aramaki：Fro嚢｝康e［ful｝damel寛al　philosoph1cal

　tmth　represe蹟ted　by］王mperishable　Syllable　O畢（Aramaki，　p．118）

34　P．vayor　jyotis　亙）．　tato　jyotis

35P．　ime奮ar茎rair　D．　eta恥§arfrair蕪，（etalr）parth圭vai奪§arlralr　lavapo（lakanyaye里｝a§arirlりa垣

361／abhavinas　N．　bhav｛Ro　bhavo’k§ara1ηtaδye§a玉難atmatvenasti　te　Deussen：jene，　welche　das

　［wahre］NVese熱besitzen，

37　正）．ye　bhavil／as　te　　I）．1鴻ol｛§aip　ca　te　vai

38　P．£u　　1）．ca

39P，糞ravane　D．忌ravanau

40　P，rasaaa！η　　D．　rasanaln

41　P．6rava聖｝e　　I）．§raval／au

42王）．宅am董m　D，亀vacam
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　のである43。

⑥人が，それに基づいて捉えて行為し，そこにおいて活動を開始するもの，またある人

　が，そこにおいて，それによって行為者となるもの，それが原因（kara塁a）であり，

　それは集合（Psamupaya）であると言われている“4。

（7）卓越したもの，達成させるもの，遍満するもの45，世の中でマントラのように称賛さ

　れるもの46，一切の原因であり（sarvahet晦），最高の厨的を行うもの47，それが原因

　　（karapa）である。結果はそれとは別のものである。

（8）ある人が自らの行為によつで8矛盾なく善悪（の結果）を得るように49，この知識は5G，

　自らの行為によって生じたものによって，善悪の（行為の結果である）身体の中に束縛

　されるのである。

（9＞先端で（puratas）灯された灯火は燃えながら他の物の照明を為すように，そのよう

　に五感という松明は，知識によって輝くが，他に依存する者である51。

「⑲　王にとって多くの宰相たちが適切に各々の手段を語るように52，そのように身体には

　五種（の感官）が存在している。知識を部分としてもつ者は53それら（感宮）よりも上

　位である。

（1D火の輝き，風の勢力54，太陽の光線，川の水が，広がっては（衿5怯り，また来るよ

　　うに，そのように個我（霊魂§ar1rin）にとって身体が（去来するのである）。

（12）ある人が斧を用いても56，煙も火も木の中に見ることはないのと同様に，身体の腹と

　手足を切り裂いても，それとは溺のものを見ることはない。

㈲　その同じ木々をこすると，（木と木の）結合から煙と火を見るのと同様に，賢明な57

43　tata麺　paralp　pa6yati　N．　tato　nirvartakat　pralnatu無　para謬】　ta（玉upadわibh嚢tabuddhyade垣　1）aral二

　sVa頒pratyagabhinna裏p　Svai）havarp　svar｛玉paSattarp　Pa忌yati

　訳文は，最高者と自性に関して，第三詩節の内容と矛厨している。tat亀paralp全体で「その後で」と解

　せば，その場合には，「その後で（人は）自らの自性を見る」という意味となるが，最高者と自性の関孫

　が明確になるわけではない。

44P．　tat　kara“arp　talp　samupayam　ahu取　D．　yadくara13alp　te　samtldayam　ahuり

45P．　yac　cabhibh嚢尊sa（lhaka甲vy潰paka1】互ca　D．　yad　vapy　abh酒d　vyapaka導、　sadhakalp　ca

46P．　Inantravac　chansa老e　caiva　Ioke　D．　mantravat　sthasyati　capi　lolくe

47P．　paramarthakarl　D．　paramatmakarf

48＄ulくτtair　N，　sukτtai恥samyagal珈§書hitai麺pupyapapa恥　Deし…ssen：dしirch　seine　eigenea［1｛es　sva］

　Werke　Sukτta海をsvakτta｛hと読んでいる伝承もある。

49　P．yahta　ca　　I）．　yatha　hi

50　idalp　jfianaln　　N．　idaln　ajada三戸　svabhavakhyarp　paranユakaraparp　jfianalp　n｛tyajfiapt｛n、atra甲

　Deussen；die　Wisse星曳sclユaft［von　dem玉至6chsten1

51　paravanta　eva　　N．　paravanta§citpraka≦…負dhillataya　praka§a｝くrtaヒ｝na　svata　ity　artha取

52P．　yatha　hi　D．　yatha　ca

53Pj負ana量kade忌a尊　Djhana量kade6a転　D、に従えば，「知識を部分としてもつ者」は感富ということに

　なる。

54P．　vega　D．　ve墓0

55Rtanyamallas　王）．　sa甲caranty　atas

56g誓hltva　N，　gζhltva　vyaparayitv自

57P．　subuddhih　D．　sabuddhih
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　目覚めたる者は，また同時に感嘗をもつ者であるから（？）58，自ら59自性を最高者と見

　るのである。

働　（人は）夢の中で自分の身体が60地面に落ちるが，（それは）自分とは別であるのを見

　るのと同じ様に，耳などと結びつき，よい心をもち，よい理性をもつ者（霊魂）はa，

　（死後）ある身体から62別の身体へと赴くのである。（c｛、Johnston，　p．46）

（15）この最高の個我は（param的§arirの誕生・成長・嚢退・死と結びつくことはない。

　この不可見の者は，再生と結びつくことによって63，この身体を通って甥の身体に行く

　のである。

⑯　誰も翼でア～トマソの色形を見ることはない。また何らかの（アートマンとの）接触

　に達する事もない。また64（アートマソは）それら（感官）を用いて為すべきことを遂

　行ずることもない。それらはアートマンを発ることはないが，アートマンはそれらを兇

　るのである。

⑳　（人は）灯火において65輝いている火の，熱より生じた何らかの66色形を見るが，色

　形の内部の67性質（g噂a）を理解することはない。その（アートマンの）色形もそれ

　（火）と同様であると観察される68。

（玉8＞そのように69人は（manu§ya尊）身体を解放した後，露に見えない携の身体に入るの

　である。（すなわち）大元素の申に身体を解き放った後，それ（大元素）を拠り所とす

　る70色形をもつのである。

働　　（死後）個我（§aririn）はあまねく虚空・風・火・水そして地に入る。それぞれ（の

　元素）を拠り所とする耳など（の感官）は，（前世の）行為と結びついて存在し71，（個

　我の入った元素の）五種の性質（9u寧a）に依存する。

⑳　耳は虚空に基づき，鼻は地に基づき，色そして熱変（vipaka）は火に基づいている。

　汗と味は水を拠り所とすると言われ72，接触によって作られる性質（gupa）は風を本質

　としている。

58P．　samam　lnδrly撮vad　budhaり　D．　samam搬driyatnユ衰buddhi単

59P．　svam　D．　tam

60ahga櫛N．　ah暮an〕§arIram

61　P，s疑lnanah　subuddhir　D，　sarnanah　sabu（董dhir

621i轟gat　N，　lif19ξ建sth配adeh窪£

631）．pratisandhiyogat　D．　phalasam、iyoga£あるいは「（再生をもたらす）欲望と繕びついて」か。

64　P．’毛ha　　I）．　tu

65　P．prad冨pe　　D．　sanユ正pe

66P．　i《imcit　D、　ka§cit

67　P．caRtara甲　　D，　capararP

68P．　dτ忌yate　D．　d鈴yat1

69P．　ya康a　D．　tatha

70　tada§rayalp　　N．　之ad盃§raya1｝ユ　6eh言ntara§raya韮纂　　DeusseI1：　auf　jelle圭、　嚢den　grossα｝　£le三難e駐ten］

　berし達he鳶de　Ersc圭｝ei呈ユuagsform

71　1｝ana≦…rayaね　karlnasし…　vartanユallab　　N．　11ana首rayaり　svasvopadanaga無　sar｝to　’pi　karrnasuPOrva－

　pra矯asahite§糠varもa三憤ana摯§li講aり　1）eusse…窪：mit｛hrer　beもreffe…雀dea　Aufgabe　sich　befassend，

72　｝）．ja茎a≦…raya奪sveda　ukto　rasa§ca　　D，　jala糞rayalP毛ejaも…ktai祖rasalp　ca
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⑳　五種（の姉宮）は大元素の中に住し，五種の感官の対象は感官の中に（住す）。これ

　らすべては思惟器官（mallas）に随順する。思惟器官は理性（buddhi）に従い，思惟

　器官は自性に（従うのである73）。

（22）善悪の行為が為されるとそれはその人の74自らの身体に戻って来る。水に住むものが

　流れに従うように，善きあるいは悪しき（行為）はマナスに従うのである。

㈱　（動かぬものでも）動けば穏の道に入るように，また微細なものは（レンズを用いれ

　ぽ）大きな姿のように見える75ように，また（鏡において）自分の姿を姿として見るよ

　うに76，このように（不動，微細にして見者である）最高者は理性の道に入って来るの

　である（罵認識可能となるのである）。

こ196章］（瓢D．203章，7417－7439）

マヌは測った。

（1）かつて感窟によって補助され77獲得したもろもろの性質（gu寧a）を，その後その同じ

　　感宮が損なわれても長く記憶しているもの，それが理性の姿をした最高の自性

　　（paramaりsvabhゑvaり）である。

（2）　（人は）感宮の対象を同時に全体的に見ることはない78。また異なる時問に79起こる

　　ことを完全に80見ることもない。能力に従って81，彼は知識をもつ者として（この世で）

　　行動する。それ故，彼は単一なる最高の個我（param的§ariri）である82。

　（3）それ（個我）はラジャスとタマスそして第三番唱としてサットヴァというさまざまな

　　知識の性質83に至る。個我は，薪にある火に入る風のように84，もろもろの感官に入る

　　のである。

　（4）人は湯によってアーートマンの姿を見ることはない。触感は感官の感官（アートマン

　　（P））を85見ることはない。耳の特徴（li嬉a）を聴覚に示すことはできない86。（感官

73P．　manah　svabhavam　　D．　matih　sva1）havam　　N．　mano　bu（玉dhim　anveti　buddhih　svabhavam　anveti

　P．ではbuddhiとsvab瞼vaの関係が明らかでない。
74P，　yad　asya　D．　yad　a論yat

75P．　abhipati　D．　ab励hati

76　svar嚢pa㎜a至ocayate　ca　r｛1paln　　N．　tad　evalp　k｛iζasthasyat夏nano　vikaritve　s負k＄n、asya　sth｛ilatve　dτ

　gr〔ipasya　dζ≦…yatve　ca　krame13a　dτ§㌻alltatrayaiP

77P．　t潰pakζtan　D．　t嚢pahita珊

78P．　nave1く§ate　D．　nopek§ate

79atulyakalam　　N．　atulyakalalηanekalく衰laln

80　kτtsnaln　　N，　atitanagatalp　padarthajatarp　kτtsnaln　iha　paratra　va　jamTlani　dζ鍾aln

81　P．yathabala建徴　D．　tathacala甲

82部分的認識を全体的なものにする継続的に存在する単…の者がなければならない，ということか。

83　Pj煮anaguなan　vir嚢pan　　D．　sthanagupan　vir痕P議n

8填huta§analp　vayur　i、アelldhanastham　N，　yatha　ka§ζhastho｝gnlr　eva　ka鑓haΣp　dahatl　na　vay晦sa　tv

　agn｛甲　dlpayaty　eva　evaln　indriyastha　dhlrevendriyajal箪　sukhadikalp　bhu疽kte　citis　tu　budd｛“、

　cetayata　eva　na　tu　tadiyalp　sulくhad三ka1p　bhuhkte　ity　artha辱

85　｛ndriyendriyam　　N．　atra　hetub　yata　indr｛yen（＝董r｛yalp　・prapasya　prapanl　uta　cak§u§a§　cakξ｝u垣

　§τotrasya　§fot￥a甲　n｝anaso　ye　n、ano　vidul∫　iti　≦～r蹟ter　indrlyapγaka6aka寝瓜　ne！、driyaprak袋§yatva互P

　yatity　artha垣　Deussen：ein　Silm　1、ach　andem［schaut　ihn（Atnla1D　nicht3，

86P．　na　srotraliflgalユ｝＄ravaQe　nidar5ana甲　D．　na　5rotraiiflga“、§rava撃ena　dar§analp
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　は対象を）やって来た通りに87見るが，それ（感官）は（見た後に）滅するのである

　（？）88。

（5＞聴覚などはそれぞれ自分で自分を見ることはない。一切を知り（sarva15的），一切を

　見る野田者が89それら（感宮）を見るのである。

（6）ヒマラヤ山の反対側や月の裏側のように，人々によって未だ見られたことのないもの

　は，それ故それは存在しない，ということはない。（cf．　Frauwallner［！953］，p．103．23－29）

（7）それと同様に，微細にして知識の本性をもつ生き物の本体（b瞳atman）は，これま

　で目によって見られたことはないが，それ故それは存在しない，ということはない。

　（cf．　Frauwa11ner［19533，p．103．23－29）

（8＞世間の人は月の表面に目印Gak§ma）を見ていても，それを認識しない。それと同

　様に（アートマンは）存在していても（認識され）ないのである（P）9。。このようにそ

　れは91最後の拠り所ではないということはない92。

⑨　太陽の道に通じている知者達は，Bの出（の前）と暇の入り（の後）93，（太陽の）姿

　がない状態から姿をもつ太陽を英知によって見るのである。

（10）このように賢明な人々は，理性という灯火によって，遠くにあるものを近いものに，

　認識されるべきものを知識と結びついたものにすることを望むのである。

（11）例えば漁師たちが網で魚を捕まえる94ように，手段がなければいかなる目的も成就さ

　れない。

（12）鹿によって鹿を，鳥によって鳥を，象によって象を捕獲するように，そのように95認

　識されるべきものは知識によって捉えられるのである。

（13）　「蛇のみが蛇の足跡を見る」という教えがある96。同様に，（人は）身体において97身

　体に存在する98認識さるべきものを知識によって見るのである。

㈹　感官は量質によって知ることはできないように，この世界で最高の理性は理性によっ

　て99最：高者を見ることはない。

㈲　月は新月の夜には目印がないので見えないが，消滅したのではない。個我（§arfrin）

　もこのように知るべし。（cf．　Frauwallller［1953］，p．！03．31－34）

87　P．tathagatarp　D，　tathakrtarp

88tad　vina5yati　Deussen：das　Orgal｝aber　f壽11t　dahin［wird　als　nlchtig　erkam】t3。

89P．　k§etra積as　D．　sarva摘as（D．はsarva鏡aの語をこの詩節の。句とd句に2度用いている。）　N．

　puna摯sarva沁a　iti　dτ§yadra§皇or額ityasambandha§coktam　ity　apullaruktyam

90P．　evam　asti　na　vety　e之an　D．　evam　ast量na　cotpannaなユ

91tan　N，　tad　atmavedanam

92na　ca　talma　parayapam　Arju職ami§ra：na　ca　tall　na　paraya導am　iti／sa　eva　yo9童na甲parama　gatiり

93P．　udayasta磁aye　D．　udayastamane

94P．　badhnantl　D．　badhnat｛（Pmisprhlt）

95　P，eva嚢㌃　1）．　eva

96P．（iti）ni（玉ar§allam　D．（iti）h重nah§ru之am

97m負rti§u　N．　mOrti§u　sth廼ladehe§u

98m看τtistha瑚　N．　mαrtistha甲Iihgadehastha寧

99P．　bu（ldhy盃　D．　bodhya甲
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㈲新月の夜，月は住まいをなくしたので輝かないのである。そのように身体を離れた個

　我は，存在していても’oo知覚されないのである。（cf．　Frauwallner［19533，　pp，10334－

　104．1）

（17）月が他の住まいをまOl得て再び輝くように，個我は他の身体を（li負galltaram）獲得し

　て再び輝くのである。（cf．　Frauwallner［1953］，p．！04．1－4）

㈹　この（月の）誕生・成長・衰退はエ。2明らかに（pratyak§鱒a）知覚される。月にはこ

　のような顕われがあるが103，個我にはない。

⑲　誕生・成長・衰退から104月はそのようなあり方であると捉えられる。月は，新月の夜

　においても同様に身体をもって（m厩rtiman）存在しているのである。

⑳　暗闇は月に近づいてもlo5月を離れても知覚されない。億俄も同様に，（身体を）解放

　しあるいは（身体に）近づくものと見るべし。

⑳暗闇は月の光と結びついた時それと知覚されるように，（個我は）身体と結びついた

　時，個我と認識されるのである。

（22）月の光から離れた彼のラーフは知覚されないのと同様に，身体から離れた個我は認識

　されないのである。

（23）新月の夜，月は消えても（gat的）もろもろの星と結びついているように，（個我は）

　身体を離れても行為のもろもろの果報と結びついているのである。

［197章3（＝D．204章，74404459）

マヌは薔つたQ

（1）眠っている時，この身体は（vyaktam）横たわっているが，心（cetanam）すなわち

　　知識は感宮を伴って歩き回る。（cf．Bζh．Upa43．13，16）それと同様に，死後（心は）存

　　在と非存在を106（歩き回るのである）。

②人は澄んでいる水の中に闘で（自分の）姿を見るように，澄んだ感官をもつ者は107知

　　らるべきものを知識によって見るのである。（cf．　Frauwallner［！953」，p．105．2－5）

（3）人は動揺している水の中に（自分の）姿を見ることはないように，感官が混乱した状

　　態では，（人は）知られるべきものを知識において見ることはない。（cf．　Frauwallner

　　こ1953］，p．105．5－9）

　（4）無知ば08知識なきこと（a値加a）によって作られる。無知によってマナスは損なわ

100P，　m蔭rtiviyukta麺sa最　D，　mUrtivimukto’sau

／01P．　ko6antaram　D．　a1くa6antaram

102P．　jamnavrddhik§aya忌　D．　janmavUd（lh海1く§a｝・a5

103P．　candrama＄o　vyaktir　D．　calldramasi　vτttir

104P．　utpattivζddhivyayato　D．　utpattivξd（lhivayasa

lO5　P．　nabhisarpad　D．茎x）pasarpad

106　bhavabhavau　　N．　b｝｝ava尊salpsaras＿．　abhavo三nQk§a（h）

107P．　prasalmendriyava｛～　D，　prasannendriyatva1

108　abuddh重r　　N．　abu（玉dhir　avidya
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　れる1G9。マナスが損なわれると，マナスに属する五種（＝感官）がすべて損なわれる。

（5＞知識なきことに満足し，対象に没入するものは（解脱した者とは）見られない（～）110。

　（対象を2）見ることなく，清められた自己をもつ者はmもろもろの対象から引き返す

　のである112。

（6＞人（puru§a）は，罪の故に（kalm§at）この世では渇望（tar§a）を断ち切ることはで

　きない。罪が（papam）終わりに至ればn3渇望は停止する。（cf．　Frauwallner　［1953］，

　P．111．25）

（7）　（人は）もろもろの対象に取執着する故に，そして永遠なものを拠り所としない故

　々こi呈5，マナスによって他のものを望み，最高者に至らないのである。（cf．　MBh．　XH、199．

　21）

（8）悪しき行為の消滅によって人々には知識が生じる。すると（人は）鏡の面の輝きの中

　で珊，自己において自己を見るのである。

（9）　（人は）広がった感官によって苦をもち，その同じ感官が制御と快楽をもつ。従って，

　もろもろの感宮の姿から自己を自己によって制御すべし。

⑳　感官よりもマナスが先であり，それより理性が上位である。知識は理性よりも高く，

　最高者はU7知識よりも上位である。

（ID未開展のものから（avyaktat）知識が生じ，それから理i生が生じ，それからマナス

　が生じる。（cf．　Katha－Upa．3．10－11）マナスは耳などと結びついて音声などを正しく見

　るのである。

（12＞その音声などを棄却する者，そしてまたすべての開展したものを（vyaktayas）（棄

　回する者），形相の群れを放棄する一纏は，それらを放棄した後，不死を得るのである。

㈲　太陽は，上る時に光の輪を発散し，沈む時にはH9それを自分の中に収める。それと同

　様に，（cf，　Frauwallner［19531，p．104．10－13）

（14）内的自我は（antaratma），身体に入って，感宮の光線によって五種の感官の性質を

　獲得し，（それから）引き返して自らの姿に至るのである120。

（15）行為によって導かれる道を何度も繰り返し12’進みつつ，気力ある者は（atmavan）

109P．　abuddhya　du§yate　D．　abuddhyakζpya宅e

1圭OP．　na　dζ§yate　D．　na　tτpyate　Arju造ami6ra：na　dτ§yate　kaivalyena

111P．　a磯§郵vaiva　tu　p霞tatma　D．　adτ§婁avac　ca　bhUtatma　N．　adζ§奪avat　dharma曲armayuktalp　yatha

　syat　tatha　P．のad麟vaの意味がはっきりしない。

112　vi§ayebhyo　nivartate　　N．　vi§ayebhya碁　§abd会dibhyQ　bhogartharp　nivartate　Inτta摯　punar　jayate

　諏亡飢maと読む勲とb嫡亡a亡maを注釈しているN．では意味が反対になる。

113　P．tatha　tar§a垣papam　antarp　gatarp　yatha　　I）．　tad設tarξ｝a建｝papam　antagatalp　yada

1／4P．　vi§aye§u　ca　D．　vi§aye§u　tu

115P，　nasarp6ray農t　D，　tu　sa1孕§rayat

116P．　athadar§atalaprakhye　D，　yathadar島atale　prakhye

117P．　param　D，鵜ahat

118　P．　vimu5caty　akτtigramarps　D．　vi鵜uflcet　prakτtar｝grama甲s

119P．　evastam　upagaccha単s　D．　evastam　apagaccha甲s

！20　asta三γ1負vξtya　gacchati　N’avτtya　astaln　sva「霞Pa甲9acchati

121　puna七1　pulla垣　　㌶．　puna垣punar　de無自vaptau
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　行為の果報たる増大しだ22ダルマを獲得するのである。

（16）　（対象を）享受することのない個我（dehi1Dにとって，もろもろの対象は消滅する。

　これ（個我）にとっては，味も三23最高者を味を離れた者と見ると消滅する。

（17）行為の性質なき理性がマナスに存在するとき，（理性は）ブラフマソに達し，そこに

　帰滅するのである。

（18）その時，触感なく，聴覚なく，食事なく，視覚なく，嗅覚なく，思惟なき最高の存在

　に（理性は）入るのである。

㈲　もろもろの形相はマナスに沈み，マナスはマティ（mati）に入る124。マティは知識

　に入り125，知識は最高者に入るのである126。

（20）マナスは感官によって（その働きを）成就する辮。マナスは理性を知らない。理性は

　未開展のものを知らない。微細なる者が128これらを見るのである。

l198章］（畿D。205章129，7468－7485）

マヌは酉つた。

（1）知識は王30知識の対象三31から生じると知るべし。マナスは知識をグナ（特質）とする。

　　（マナスが）認識器宮と結びつくユ32と，理性が活動するのである。

（2）行為のグナを備えた133理性がマナスに存在する蒔，禅定・ヨーガ・三味によってブラ

　　フマソは認i識される。

（3）このグナをもつ理性はもろもろのグナの中で活動する。あたかも水が山の頂上から降

　　下し下る134かのように。

（4）　（理性が）マナスにおいてグナのない（捻irgupam）禅定を，それは以前生じたもの

　　であるが135，獲得する時，ブラフマソは認識される。試金石において被験材136（が認識

　　されるか）のように。（cf．　Frauwa1王ner［！9533，p．105．25－29）

122P．　pravτddha甲　D．　pravζtta甲

123raso　N．　raso　v含sanat鵬ako　na　nivartate　so’pi　pararn　atmana1τ1　dτ§仁va　avaptasakalakamasya　purp

　SO　nivartate

124P．　atigata甲　D．　abhigata甲

125P．　atigata　D．　a1）higata

126P．　tv　abhigata甲　D．　c巨bhigata単

127siddhima　N，　siddhir　nethlakar的ka1｛ak§ivad　ubhayatra　sambadhyate　すなわちN．は「マナスは

　感窟によって成就しない」とsiddhlと関孫させて解し，さらにnaを次の句にもかけて「マナスは理性を

　知らない」と解している。

128P．　s〔ik§mas　D．　s田《§mam

129D．は7460－7485の26詩節からなっている。

130jfianam　　N．　jf…anarp　brahlna

1311負eyam　N．摘eyam　aha甲karadi　ghaζantam

132　prajfiakarapasalpyukta“、　N．　prajfiakara皐air　jfi設nendriyai恥sa甲yuktalp

133karmagupopeta　Nj｛armagupa恥karmotthai垣sa堺skara｛心sahita
134P．　avatarabhin海srota甲　　D．　aparad　abhin恥srtya

I35　P〔玉rvajaln　　N．　parvan｝　akhapζlacaitanyabhivyakte奪　prag　evapahζtam　　akhapζlapraka自ena　tiro・

　bhOtam
136P。　n三ka§yam　　D．　nika孚arn
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（5）理性に隠された（P）137マナスは感官の対象を示すものである圭38。マナスは踏の前にグ

　ナを見るものであり139，グナなきものを見るもの14Gではない。

（6＞これらすべての門を閉じて（sarpvarya），マナスに住する者は，マナスにおいて一つ

　のものに集中しつつ，かの最高者を獲得するのである。

（7）グナが消滅すると（グナからなる）大元素は消滅するように，理性は感官を摂取して

　マナスにとどまるのである141。

（8＞内部で動くものである理姓が，決定という性質を備えてマナスにとどまる時，マナス

　となるのである（tada　sa甲padyate　mana麺）。（cf．　Frauwallner［1953］，105．15－16）

㈲　グナをもつ者のためにグナを得たマナスが禅定をグナとする時，その時すべてのグナ

　を捨てて，グナなきものとなるのである。（cf．　Frauwallner［1953］，p．105．18－22）

㈹　この世では，未開展のものを認識する場合，同じものを示すことはできない。足跡が

　なけれぽ誰がその対象を獲得できょうか。

㈲　苦行によって，推理によって，もろもろのグナによって142，誕生によつで43，そして

　天啓聖典によって，清浄な内的自我によって，かの最高者であるブラフマソを幽求める

　べし。

（12）グナから自由になった者は，外的にその道（グナP）に従うのである145。（その道

　は，）グナが存在しない故，また本性上園，思惟を超えているが，知らるべきものと同

　一である（揖eyasa1pmitam）。（cf．　Frauwallller［1953］，p．105．23－25）

（13＞グナより生じた147理性は，グナなき故にブラフマンに達し，グナを伴う場合には（ブ

　ラフマンから）戻るのである。たきぎにおける火のように。

（14）五種の感官が自らの行為から解き放たれるように，根本原質（pra1車i）から解き放

　たれた最高のブラフマンが最高者である。

（15）このようにすべての個我（§arlrin）は根本原質より生じ，（根本原質が）消滅すれぽ

　消滅する。そして創造に至ることはないのである148。

㈲　プルシャ，根本原質，理性，特殊化したもの，仮宮，自我意識，そして自惚れ（abhi－

　mana）が存在（bhαta）と名づけられる集団である149。

137　P．　apahτtarp　buddhirn　　I）．　apahζtaqユ　p廼rvaln　　N．　p〔毫rvanユ　akha阜ζlacaitany設bhivyakteり　prag

　evapahrtam　akha慮apraka忌ena　t三robh嚢tam

138P．っユidar6anam　D．一nidar5kam

139P．　samak§a甲gu阜avek§｛D．　samak§agugapek§｛

140P．　n｛dar§anam　D．　nidar6akam

14エbuddhir　manasi　var亡ate　N．　manasy　aha三3k会re正至yalna醸buddhi春svakaryヨpfndriy御i　gゆftvaiva

　l冨yate　Deusse11：dalln濾nmt　die　Buddh｛die　Simユe＄organe　in　slch　au撫11d　verharrt　im　Manas

1逢2gupaib　N，　gu亭ai奪ヨa銭ユadamadibhi垣

1婆3jatya　N．　jatyucltasvadharmepa

I婆4P．　tat　paralp　brahma　D．　paramalp　brahma

145bahih　sarnalluvartate　N．　bah至r　a職vayen人馴）圭san｝yag　a簸uvar之a之e　anusarati

i46　P．　prakζtya　ca　D．　prakξtya　va

147　P，9upaprasaripf　D，　gu阜apracarini

148P．　sargalp　naivopayanti　ca　D，　svargaΣp　caivopayaati　ca

149　P．sal〕〔1bhUto　　I）．　sa1巌α蓋o
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（17）　（理i生など）あるものの最初の生起は150根本原質（pradhana）より起こった。第二

　番目の生起は烹51すべて（avise§at）男女一組からの顕現（lnithu王｝avyakti152）セこ限定し

　ているのである（～）。

（18）ダルマからは善が引き出され，アダルマからは不善が引き出される。執着をもつ者は

　根本原質に至り，執着を離れた者は知識をもつ者となろう（罵解脱するであろう）。

［！99剃（＝D．206章，7486－7517）

マヌは蚕つた。

（1）これら五種（の感官）がマナスと共に五種（の性質）から解放されるど53，汝は，宝

　　石に通された糸のように，ブラフマソを見るであろう154。

②　宝石の中に存在するのと同じ糸が，真珠やサンゴや土からなるものにおいても現れる

　　（rajate）　ように，

㈲　それと同様に，自分が自らの行為によって束縛されている者は，牛の中に，人の中

　　に…55，象やかもしかなどの中に，昆虫や蝶の中に（現れるのである）。

（4）その考はそれぞれの身体によってそれぞれの行為を為し，それぞれの身体によってそ

　　れぞれの果報を得るのである。

⑤　一つの味をもつ地が（多くの）植物の本質に従うように，（単一の）理性は（多くの）

　　行為に従って，（それぞれの）内的自我を認識するのである柵。

　（6）所有欲（lipsa）は知識に基づいて生じ157，渇望（abhisandhita）は所有欲に基づい

　　ている。行為は渇望に基づき，果報は行為を源とするのである。

（7）果報は行為を本質とし，そして行：為は知識の対象を本質とすると知るべし。知識の対

　　象は知識を本質とし，知識は有と無とを本質とする158と知るべし。

（8＞もろもろの知識果報，知識の対象，そしてもろもろの行為が消滅する蒋，その果報

　　として159知識の対象に基づいた神聖な知識が160残るのである。

　（9）ヨーガを実践する（yukt鋤）ヨーガ行者は偉大な最高の存在（bh灘a）を晃る16三。自

！50P．　ekasyadya　pravζttis　I）．　etasyadya　pravrttis　N．　etasya　bh縦asahghasya　Arjunami5ra：ekasya

　n蔵ahadakhyasya
151　dvit1ya　　N．　dvitIya　pravτttis　tu　rnithunad　abhivyaktilp　niyacchati　niyamayati　na　punar　yadrcchik1

　SU§妻ir　ity　artha奪

152N．　m｛thunad　bilaflkuranyayena　vyaktim　abhivyaktim　工）eussen：die　gege鳶seitige　Paarung

153P，　yada　te　pa煮cabhi球pa溢ca　vimu1くta　D．　yada　ta恥pa氣cabh｛垣pa負ca　yuktani

154　P．（irakξ∋yase　　D，　drakSyate

！55P，　go§u　manu§ye§u　D．　go’§valnanu§ye§u

156karmanuga　buddhir　alltaratmanudar§i13i　N．　alltaratma　a目udar5i摯f　sak§I　yasy的sa　tatlla　sak§i－

　praka6yapi　prakkarn窪anusaripy　eva　buddhir　bhavatfty　artha恥

157王）．摘anap瓶rvodbhava　D．節anapαrva　1）have1

158　sadasadatnユak哀　　N．　sadasadatmaka’cijjaζlar亘pa鯵　　Deussen：、vas　ist　unt　n｛cht　ist

！59P．　tatphalalp　D．　yatphala甲

160P，　divya！p　jfi譲na甲　D．　vidya節a1、a甲　N．　divyaηp摘allaln　iti　pathe　d｛vi　hardakaきakhye　karape

　brahmapi　bhava！p　divyam　Arjunami6ra：divi　bhavalp　divyam　ananubh通ta1n

161P．　yul《t註h　pa6yanti　yoginaり　D．　yat　prapa§yanti
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　己に住しグナを認める162無知なる者はそれを見ることはない。

（10＞この世界では，地の形（煎pa）よりも水の形の方が大きい。水よりも火が大きく，

　火よりも風が大きい。

（1玉）そして風よりも虚空が大きく，それよりもマナスが上位である。マナスよりも理性が

　大きく，理1生よりも時（kala）が大きい，と伝えられている。

（12＞時よりも聖なるヴィシュヌが（大きく），それ（ヴィシュヌ）にこの世の一切は属し

　ている。その神には始まりもなく中間もなく終わりもない。

（13）始まりもなく中閤もなく終わりもない故に，彼は不変であり，すべての苦を超えてい

　る。なぜなら苦には終わりがあると雷われている故。

（14＞それは最高のブラフマンであると言われ，それは最高の住居であると伝えられてい

　る163。（人は）そこに至った後，時の対象から16解き放たれ，解脱に住する。

㈱　　（人々は）これらのグナとともに現れる（praka§ante）。（ブラフマソは）グナなき

　故に，それよりすぐれている。（行為の）停止を特徴とするダルマは玉65無限であるど66

　考えられる。

（16）讃歌・祭文・旋律は身体に依存している。舌の先において現れるそれらは，努力によ

　って達成されるものであり，消滅するものである。

（17）ブラフマンはこのように身体を拠り所として生じるとは考えられない。ブラフマンは

　努力によって達成されるものではなく，始まりも中間もなく終わりもない。

㈱讃歌には始まりがある。同様に旋律にも祭文にも始まりがある，と欝われている。始

　まりがあるものには終わりがあることが経験的に知られる。そしてブラフマンにはi67初

　まりはないと伝えられているのである。

α9）始まりがない故，終わりがない故，それは終わりなくまた不変である。そして不変で

　ある故に対立物はない。対立する者がない故に168，その故に最高者である。

⑳　不可見である故，手段がない故，そして行為に対する願望の故に，人々はその最高者

　に169至る方法を用いて（最高者を）見ることをしないのである。

⑳　（人は）対象に対する執着の故に，そして（ヨーガ行者は対象において）永遠なるも

　のを見る故に170，マナスによって他のものをm望み，最高者に至らないのである。（cf．

　MBh．　XI王．197．7）

162gu寧abuddhaya阜　　N．　gupe§u　vi§aye＄u　bud（ihir　ye§負難蓬

163P．　smrtam　D．　padam

！64　k会lavi§ayad　　N，　kalavi§ayad　an｛tyad　du麺khat薮｝ak自t

165nivrttilak§aQo　dharmas　N．　nivrttllak§apa垣5amadamoparamadir通po　dharlno　Ilirvikalpakaり

166　anantyaya　　N．　arユanty会ya　nlokξ｝aya

167P．　na　cadir　brahmanah　D．室｝a　tv会dir　brahmanah

圭68P．　nirdvaadvam　D．　nirdu熱kham

169P．　tat　pararn　D．　tat　padam

170§a§vatasya　ca　darsanat　N．　vi畢ayaS　ca鼓ardaka6akhyabrahmalokagat的6asvata垣madhumatya甲

　yogabh嚢mau　sthitasya　yogina1⊃sa増ka豆pamatroparユat剥奪

171　anyad　N．　anyad　yogai5varyasukham
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（22）この世でグナ（物質的性質）と172（人々が）見るものを，低き人々は望むのである。

　グナを求める人々は最高者を求めているのではない。（最高者は）グナなきものである

　から。

（23）低いグナと結びついた人は，身体の一部となったグナと共に（P）173，どうしてこれら

　のもろもろのグナを174，それは推理によって認識されるべきものであるが，知ることが

　できようか。

（2の我々は（それを）微細なマナスによって知る。　（それは）雷葉によって表現すること

　はできない。なぜならマナスはマナスによって捉えられ，視覚は（darsanam）視覚に

　よって捉えられるからである。

（25＞知識によって理性を汚れなきものにし，そして理性によってマナスを（汚れなきもの

　にし），マナスによって感官の集団を（汚れなきものにして），（人は）無限を175獲得す

　るのである。

㈱理性が損なわれ，マナスによって（望みが）成就せず，希望を失った者はグナ性へと

　赴く’76。彼は迷って177，風が薪にある火を消すように，最高者を捨て去るのである。

（27）彼らの（te§am）マナスは，理性の高低によって，グナを受け取り（P）178，そして

　（グナから）離れるのを常とする。このような仕方（vidhi）で振る舞う者は，グナを

　受け取らない畔79，ブラフマンの身体に至るのである。

㈱　未開展の本質をもち8味開展の行為をもつプルシャは終わりの時に18里（再び）未開展

　となる。この（プルシャの）行為の姿は182，成長しそして衰退する感宮と共に（輪廻の

　中に）存在する183。

㈱　すべての感官と結合したこの身体は死後184五元素を拠り所とするものとなろう。最高

　にして不変のものに表られたそれ（身体）は，能力なき故に，この世での行為によって

　（ブラフマンに2）赴くことはない。

（30）人はこの地の終わりを見ることはない。しかし，この地の終わりは存在する，と知る

172guζ1an　N．　gupan　vi§ayan　Deussen：Gu摯a’s［der正）rakτiti］

173P．　gしH3air　avayava｛r　sal｝a　D．　guQair　avayava海paralτ｝　Deussen：durch　die　Gupa’s　als　seine　Glieder

174P．　gu1⊃all　iman　D．　parall　gu室，a員

175P．　ana航aln　D．　aksaram

176RIlira51r　gu13ataln　upaiti　D．　n三rasi§a増11irgu導am　abhyupaiti

177P．　vilobhyalnana　D．　vilo（二yamana

！78g噂adaHe　N．　gupeti／vi§aya13am　adalle　abhimukhyane　lくha想ane　atmani　pravil議pane　kτte　sat｛

　Deussen：Welm　die　Guna’s　zertr銭mlnert

179　P，　gupadane　D，　guりapaye

180　avyakt3tl鷺a　　N．　avyakteti　vaflnlanasa　gocara之volくtya　Inana　a（Hvat　Pratlkatvadikal撃nirasyate／

　atlneti　Vy盗pakapratyakCaitanyarOpatVOkty含k更仁ab｝、τngaVad　yatn会ntaraSy農labhyatValn　UCyate／

181　antakale　N．　antaka至e　suptipralayan｝ok§apanユ　anyatalnakale　vavyakta　evato　’sya　vybktatvam

　antal会le’VagantaVyalnζ§aiVa

182王〕，karmar〔ipa取　D．’kamar痂pah

183cendriyair　vardhalnanair　giayadbhir　v農　　N．va6abda　upal了玉arthe　g｝ayaml　ivavartate三〇kadvaye　salp－

　carati墓ha麺kゑ§avat　ar§o　vibhaktivyatyaya取　Arlunami§ra；9豆ayadibhi恥anapek§itavi§ayasa貢9まt／

　Var（玉hanユanai§CabhilnataVi§ayaSa自gat

！84P，　deha垣prapta取　D．　deha甲praptab
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　べし。風が海に浮かぶ船を導くように，（もろもろの行為は）惑っている者を185最高者

　へと導くのである186。

（3D太陽はグナを示した後にグナなきものとなり光の輪は消えるように187，聖者

　（muni）は，この世での特殊性がなくなると，グナなき不変のブラフマンに入るので

　ある。

（32）善行の人々にとつで88（輪廻に）戻ることなき’89最高の境地とは，自ら存し，誕生と

　死の基盤であり1go，不変のものである。その永遠なる不変不死の境地を19偲量した

　後92，（人々は）寂静なる不死性を圭93得るのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1995年8月28日　受理）

185P．　vilobhyalnゑna1罫　D．　viloζlyamanalp

186　「導く（nayanti）」の主語になる複数主格の語はこの詩節にはない。　N．はkarm飾yを11ayantiの主語

　としている。　Deusse員：sle［woh圭：die　Werke］

187P．　vyapagatara§mimaり¢alab　D．　apagatara帥隈｛ma想ala垣　この比喩についてN．は次のように説明し

　ている。yath衰s魔yara6m正namもヨdayastalnyav　evalp　caitanyab碁asam　api　sta童ty　aha　div負kara　iti／

　9u旦alp　ra§mi澱agdale　na　lagadvyapitvam　eva甲lival，　satya甲。詫ta§uddhau箪anodaye　sat｛ratrilp－

　divavat　sa裏夢saralayodayau　pa6yatlty　artha垣／

188P．　s轄krtimatarn　D．　sukrtivatam

189P．　an盈gatirp　D．　a嚢agata圭｝｝

190prabh乏ミvanldhal墨am　N．　prabhavaty　asmaa　nldhiyを芝もe　lfyate　’smin　k3ryalatam　iti．　pral⊃hava・

　11idllallaln

igl　P．　padarp　　D．　dhrUvalp

192P．　vlcarya　D．　nicarya

193　P，　taΣ罫話a盤a…憤a韮憤誓tatvam　　D．　tat　para難ユanな誓tatvain


